
個人競技シューティングの規則 
 
１．競技エリア：使用される競技エリアは競技規則（第5条およびアトリエ１～５）にあるテランであ

る。テランにはビュットやブールの置かれる直径1メートルのターゲットサークルが１つ、それから

標的球と障害球が置かれたターゲットサークルの先端から６ｍ、７ｍ、８ｍ、９ｍの距離にある、テ

ィルールの立ち位置となる５０㎝サークルが４つある。通常は準々決勝からティルール同士が対戦す

るために、テランはこのデモンストレーション競技に見合った横幅がとられる。 
 
２．標的球と障害球：釘またはペグで固定されるか、地面に描いた内径１ｍのターゲットサークル上に、

アトリエ１－５に示されているように設置される。最低２球ある標的球と障害球の外縁と外縁の間隔

は、図３以外は１０ｃｍである。アトリエ３については、標的球と障害球の間隔が３ｃｍである。標

的球は常にターゲットサークルの中心に置かれる。このターゲットサークルの中心部は、ティルール

の立ち位置であるそれぞれのサークルの正面先端から6 ½ｍ、７½ｍ、８ ½ｍ、９ ½ｍである。 
ターゲットビュットはティルールの立ち位置から見て前方、ターゲットサークル境界線の先端から 
２０㎝に置かれる。従って、その距離は６ｍ２０㎝、７ｍ２０㎝、８ｍ２０㎝、９ｍ２０㎝である。 

  
３．使用される用具： 

a) アトリエ１～４の標的球。直径74mm、重量700ｇで、ストライプなし、淡色。 
b) アトリエ５の標的ビュット。直径はアトリエ２のビュットに同じ。淡色。 
c) アトリエ３と４の障害球。仕様はa)に同じで、濃い色のもの。 
d) アトリエ２の 障害ビュット。直径はアトリエ２のビュットに同じ、濃い色のもの。 
e) ペグか釘付属の直径１ｍのターゲットサークル計４(４レーン分)。 
f)  ペグか釘付属の直径約５０ｃｍのサークル計１６(４レーン分)。 
g) ターゲットサークルの中心を示したり、標的球、障害球を置くための釘やコルク栓。 

 標的球、障害球の直径も重量も変更は可能である。ただし、大会で使用される標的球、障害球は全て 
同一規格のものとする。 

 
４．ティールの有効性‐ティールは、標的球と障害球が置かれているターゲットサークル内にブールが

着地した時に有効である。 
 

スコア１点‐標的球を規則通りにティールし、標的球がサークル内に残っている場合。 
‐アトリエ２と４については、標的球やティールしたブールがどこにあろうとも、障害球

にティールして戻ってきたブールが当たってしまった場合。 
‐アトリエ３については、ティールしたブールがまず標的球に当たり、それから１つ、ま

たは２つの障害球に当たった場合。 
‐アトリエ５については、ティールしたブールが標的ビュットを当てたが、ビュットが

元々あった位置に残った場合。 
 
スコア３点‐標的球を規則通りにティールして、ターゲットサークル内から完全に出した場合。これ

はアトリエ１、２、３、４に適用される。ただし、アトリエ２、３、４については障害

球を動かしてはならない。 
‐アトリエ５については、標的ビュットを当てたが、ビュットがターゲットサークルから

外に出なかった場合。 
 

スコア５点‐ティールで投げられたブールが標的球、障害球の置かれているターゲットサークル内に

残った場合（カロー）。これはアトリエ１、２、３、４に適用される。ただし、アトリ

エ２、３、４については障害球を動かしてはならない。 
‐アトリエ５については、 

１試合の最高得点は１００点 
 

５．競技の実施について - ティルールは２回の予選が行われる競技エリアでアトリエ１－５に従って 
２０投を行う。予選１回戦では、準々決勝に進む上位４名を確定し、この後の予選２回戦に進む１回

戦５位～２０位の１６名も決める。 



 
 

予選２回戦では、やはり準々決勝に進む上位４名を確定する。トリプレット選手権大会の時間と重な

らないように、大会本部は２回の予選試合の実施時間を割り振ることになる。 
標的ビュットが規則通りに当てられ、そのビュットの置かれていたターゲットサークルか

ら外に出た場合。 
 

シューティングの際の投球間隔として認められている時間は３０秒である。審判員一名がスコアーを

採り、ティルールのチームメイトの一人が標的球・障害球のセッティングをする。準々決勝からの試

合では、二人のティルールによる対戦形式となる。従って、二人のティルールのいる並列した２つの

テランで、同時に対戦することになる。 
  

図１の６ｍから図５の９ｍまで、一投一投を対戦相手と交互に投球する。投球時間は最大３０秒であ

る。対戦は予選１回戦１位と２回戦４位、予選１回戦２位と２回戦３位、予選１回戦３位と２回戦２

位、予選１回戦４位と２回戦１位という組み合わせとする。 
 
 準決勝では、準々決勝の１位が４位と、２位が３位と対戦する。決勝戦は二人の競技者が同時に対戦

することになる。 
 

二者対戦における投球順は上位者からということになる。１回戦で４名が同点だった場合には、まず

一投で５得点した回数、次に３得点の回数で上位者を決定する。 
 
 予選２回戦へ進む１６人の競技資格者については、同点があった場合、得点が同じであったという結

果を尊重して、競技資格者を増やすことができる。予選２回戦目の上位４名の決定については、予選

１回戦の上位４名と同じ手順となる。 
２者が対戦する方式については、通常準々決勝からとなる。この２者対戦で同順位であった場合につ

いては、各アトリエの７ｍの標的に対してのみ連続で５投球し、新たな対戦の得点を最高２５点とす

る。再々度同順位の場合、同じ手順で繰り返す。 
 

標的球や障害球を元の位置に戻すにあたっては、ティルールからの指名を受けたチームメイトたちが

その責を負う。 
 
 得点結果をスコアラーに知らせるために、審判員はテラン毎に一人必要である。加えて、審判員一人

か役員一人がティルールのサークルの立ち位置をチェックすることになる。（２つのテランに審判員

か役員が１名） 
 
 さらに、テラン毎に一人のスコアラーがいることになる。１テランに必要な人員は３名である。２つ

のテランを使って対戦する場合は４名。 
 
６．シューティング競技への出場申し込み‐一か国、一地域に１名のみ。これは申し込む権利がある世

界選手権トリプレット競技出場者に限られるが、世界選手権に参加するチームに所属せずにその国、

地域を代表する資格のある者についてはこの限りではない。 
 
７．賞およびタイトル‐上位４名にメダル（銅２名）が授与され、優勝者には世界チャンピオンのシャ

ツが与えられる。これは国際連盟から表彰台で渡される。優勝者のために国旗が掲揚され、国歌が演

奏される。 
 
８．競技中に突発事故が起きた場合‐（停電、雷雨、迷惑な示威行動《物を投げる行為やレーザー光線

照射》、競技者が直接事故に巻き込まれていなくとも、試合は中止されねばならない。なお、試合は

できるだけ早く、同じ競技者により図１の競技から再開されねばならない。 
 
９．遅刻‐最初の呼び出しでは、競技者は競技エリアに入るのに５分間の猶予がある。不在により２回

目の呼び出しを受けた場合、５点のペナルティーを科せられて試合を始めることになる。もし、２回

目の呼び出し後、５分たっても現れなければ敗退となる。 
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